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12月 3日 の 「みかんの 日」

を前に、みかんマイスターの

タレン ト、関根麻里さんが東

京者6内 で親 子 に ミカ ンを配

り、消費拡大を PRし た。
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わ
が
柩
ま
も
る
人
な
く
行
く
野
辺
の
さ
び
ヽ

つ
霞
た
な
び
く
　
　
　
　
一一（山
川
登
美
子
界

か
な
し
い
作
品
だ
。
山
川
登
美
子

，
一
猶
「

は
胸
を
患

っ
た
。
当
時
で
は
死
の
病

一　
柩

を

取
り
囲

む

で
あ
る
結
核
で
あ
る
。
ま
も
な
く
自

「そ
う
い
う
さ
び
し
い

け
観
に
っ
御
い
に
選
野
癬
辞
暉
』
崚

一
付
度
た
計
韓
¨
諏
¨

っ
た
い
ど
の
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う

一
逝
く
己
の
運
命
、
′

か
。
死
後
の
風
景
を
想
像
し
て
い
る

一
漂
わ
せ
て
い
る
。
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辞
桑

「国
内
生
産
が
崩
壊
」

丁 PP
Ｊ
Ａ
全
中
の
茂
木
守
会
長
は
２６
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
会

見
し
、
関
税
の
全
廃
を
原
則
と
す
る
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に

つ
い

て
、
「国
内
対
策
で
農
業
者
の
所
得
が
補
償
さ
れ
て
も
、
農
産
物
の
輸
入
増
加
を
抑
え

る
こ
と
は
で
き
ず
、
国
内
生
産
が
崩
壊
す
る
」
と
述
べ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
農
業
振
興
は

「両

立
で
き
な
い
」
と
力
説
し
た
。
ま
た
、
国
内
農
業
対
策
は
い
貿
易
自
由
化
に
対
す
る
代

償
措
置
で
は
な
く
、
食
料
自
給
率
５０
晰
の
達
成
と
い

っ
た
政
府
目
標
を
実
現
す
る
政

策
と
し
て
検
討
す
べ
き
と
の
認
識
を
強
調
し
た
。
　

　

　

　

　

（
２
面
に
関
連
記
事
）

茂
木
会
長
は
、
食
と
農
林

漁
業
の
再
生
推
進
本
部

（本

こ答える茂木会長 (26日、東
【の日本記者クラプで)

の
共
存
』

に
向
け
た

帰
し
、
牛

信
行
為
に

指
摘
。
そ

在
り
方
を

州
沖
縄
か

の
食
を
寺

展
さ
せ
よ

ま
た
、

し
て
、
コ

保
障
を
相

心
な
食
担

保
す
る
ア

低
限
の
書

る
Ｔ
Ｐ
ｐ

上
に
関
オ

み
上
げ
シ

参
加
妻

手

に
街

一

い
、
「農

Ｔ
Ｐ
Ｐ
」

の
安
全

・

農
家
裏
切
る
行
為

勒硼
羹
又

６００
人
反
対
訴
え

部
長
＝
菅
直
人
首
相
）
が
開

く
有
識
者
会
議
に
参
加
す

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
農

業

の
競

争

力

強

化

の
必

要

性
を
認
め
た
。
た
だ
、
規
模

拡
大
を
進
め
て
も
、
米
国
や

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
大

規

模
農
業
に
肩
を
並
べ
る
こ
と

は
不

可

能

と

の

認

識

を

強

調
。
同
本
部
が
検
討
す
る
国

内
農

業

の
競

争

力

強

化

策

は
、
政
府
が
３
月
に
閣
議
決

国
土
や
自
然
環
境
の
保
全

な
ど
農
業
の
多
面
的
機
能
に

つ
い
て
は

「国
民
共
有
の
財

産
で
あ
り
、

一
度
失
わ
れ
れ

ば
、
簡

単

に

回

復

で

き

な

【く
ま
も
と
】
「品
格
あ
る

国
家
づ
く
り
に
日
本
の
食
と

農

を
守

ろ
う
」
「食
料
自
給

率
向
上
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
両

立
し
な
い
ぞ
！
」
―
―
。
九

州
沖
縄
地
区
農
協
青
年
組
織

連
絡
協
議
会
は
２６
日
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
反
対
す
る
緊
急
集
会
を

い
」
と
述
べ
、
「多
面
的
機
能

よ
り
貿
易
拡
大
を
優
先
す
る

の
か
は
十
分
な
時
間
を
掛
け

て
議
論
し
判
断
す
べ
き
だ
」

と
訴
え
た
。

る
と
と
も
に
食
や
農
の
大
切

さ
呼
び
掛
け
な
が
ら
、
街
頭

を
パ
レ
ー
ド
し
た
。

ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す

る
に
は
、
金
融
、
保
険
、
公

共
事
業
な
ど
、
幅
広
い
分
野

の
規
制
改
革
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
。
「
国
の

仕
組

み
や
基
準
が

一
変
し
か
ね
な

い
極
め
て
大
き
な
問
題
を
は

ら

ん

で

い
る
」
と

提̈

起

し

た
。
　

　

　

　

　

一

こ
の
ほ
か
会
見
で
、
Ｊ
Ａ

全
中
の
冨
士
重
夫
専
務
が
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
仮
に
参
加
し
た
場

合
の
影
響
試
算
を
，
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
と
し
て
独
自
に
行
う

考
え
を
示
し
た
。
　

一

前
川
信
男
委
員
長
は

「仮

に
政
府
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
判

断

す
れ
ば
、
『
多
様
な
農
業
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灘錐
繹
帥
ご
飯
人
気
上
昇

【よ こす か葉 山】お にぎ りつて

おい しいね――。横須賀市津久丼

の私立津久丼幼稚園が実践する米

を大切 にす る食育 が好評だ。 「N

Oお かず day」 と名付けた活動

で、おにぎ りだけを弁当 として持

参する。全力で運動する園児はお

にぎ りをぱくぱくとほお張る。お

かずがないか ら食べ られない とい

う園児は一人もいない とい う。

き

っ
か
け
は
、
３
年
前
に

開
い
た
管
理
栄
養
士
の
幕
内

秀
夫
氏
を
招
い
た
講
演
会
だ

っ
た
。
参
加
し
た
４
０
０
人
以
上

の
保
護
者
を
前
に
幕
内
氏
は

「栄
養
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
言

葉
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
子

ど

も

は

ご
飯

で
丈

夫

に
育

つ
。
油
を
多
用
し
た
た
く
さ

ん
の
お
か
ず
は
必
要
な
い
」

と
き

っ
ぱ
り
。
余
郷
有
聡
園

長
の

「お
に
ぎ
り
だ
け
の
弁

当
の
日
」
を

つ
く
ろ
う
と
の

呼
び
掛
け
に
保
護
者
が
賛
同

し
た
。
「
Ｎ

ｏ
お
か
ず

ｄ

ａ
ｙ
」

は
週
３
回
。

「食
べ
や
す
い
」

「お

い
し

い
」

「残

さ
ず

に

食

べ
ら
れ
る
」
「キ

ャ
ラ
弁

に
惑

わ

さ

れ

る

こ

と

が

な

い
」
と
こ
飯
食
に
対
す
る
意

識
が
高
ま
り
、
保
護
者
の
要

望
で
今
ま
で
週
１
回
だ

っ
た

回
数
を
増
や
し
た
。

余
郷
園
長
は

「母
乳
、
重

湯
、
離
乳
食
、
お
か
ゆ
の
次

に
く
る
の
は
お
子
さ
ま
ラ
ン

チ
で
は
な
い
。
子
ど
も
に
必

要
な
の
は
米
。
子
ど
も
の
時

に
食
べ
た
に
お
い
や
味
は
大

人
に
な

っ
て
も
忘
れ
な
い
」

と
力
を
込
め
る
。

肥
腋
晰
鮨
齢
圃
圃
餘
園
靱
國
⑮
閻
躊
嘔
勒
國
鋏
鋏
勒
」・」籠
蹄
喘
耀
一
■
・卜
・一法
や
製
造
工
‐程な
ど
ヽ
作
業
に
，」だ
わ
り
を
見
せ
る
。
４
月
に
ｍ

腱 嘲

昼食で持参したおにぎりをほお張る園児

直
売
所
繁
盛
願
い

つ
る
し
び
な
贈
る

Ｊ
Ａ
さ
が
み
さ
わ

や
か
倶
楽
部
な
ど

【さ
が
み
】
Ｊ
Ａ
さ
が
み

さ

わ

や

か

倶

楽

部

（
く

ら

ぶ
）
藤
沢
地
区
の
丼
上
利
子

部
長
と
同

「ひ
な
の
会
」
の

佐
藤
美
智
子
代
表
が
こ
の
ほ

ど
、
Ｊ
Ａ
役
員
に
手
作
り
の

つ
る
し
び
な
を
贈

っ
た
。
約

し と 願 い ¬

供戒霊裏誓婁 県

柿
お
い
し
い
よ

行
楽
客
に
配
布

Ｊ
Ａ
い
せ
は
ら

【伊

勢

原
】
Ｊ

Ａ
い
せ

は

ら
果
樹
部
会
は
２３
日
、
小
田

急
電
鉄
い
に
協
力
し
、
伊
勢

原
市

の
大

山

阿

夫

利
神

社

で
、
伊
勢
原
駅
に
臨
時
停
車

し
た
ロ
マ
ン
ス
カ
ー

「
メ
ト

ロ
も
み
じ
号
」
で
訪
れ
た
行

楽
客
に
特
産
の
柿
を
配
布
。

よ
い
食
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
も
ア

ピ
ー
ル
し
、
地
場
農
産
物
の

消
費
拡
大
を
訴
え
た
。

部
会
役
員
は
、
訪
れ
た
行

楽
客
２
７
０
人
に
、
柿

「富

有
」
と
よ
い
食
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の
ち
ら
し
を

一
緒
に
配

っ

た
。
神
社
の
境
内
で
は
地
元

種
を
手
掛
け
て
い
る
。
栽
培
方

　

一昌
梨
さ
ん
は
手
も
み
茶
に
も

ｍ

の
農
薦

っ
た

一

舞
わ
れ

【
西
一

共

進
△

間
、
日

て

開

ふ

果
、
小

さ
ん
が

臣
賞
に
今
鐘

の
茶
圏

業
技
獅

本
ω
栗
ヤ

の
管
理

く
チ
ェ
始
の

消
費
者
団
体

農
を
，

Ｊ
Ａ
県
中
央
△ム
懇
談
会
、
視
察
一

【
相
模

原
】
Ｊ
Ａ
県
中

央

会
と
県
消
費
者
団
体
連
絡
会

は
こ
の
ほ
ど
、
Ｊ
Ａ
相
模
原

市
管
内
で
か
な
が
わ

「食
」

と

「農
」
を
考
え
る
懇
談
会

を
開
い
た
。
消
費
者
の
代
表

‐４
人
が
参
加
し
、
農
家
２
戸

の
畑
や
加
工
所
を
視
察
。
生

産
者
ル

を
深
め
同
吉

工
、
直

子
さ
ん

岡
友
差

農
業
経

小俣さんの加工所で話を聞く消費者代表
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楽  消 ピ よ 楽 口 し で 原 魚 ら市 は 会


